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ご
承
知
の
通
り
、
平
成　
年　
月　
日
で
、 

こ
れ
ま
で
県
が
主
導
し
、
進
め
て
き
た
倉
敷 

チ
ボ
リ
公
園
は
閉
園
と
な
り
、
公
園
を
運
営 

し
て
き
た
チ
ボ
リ
・
ジ
ャ
パ
ン
社
は
解
散
と 

な
り
ま
す
。 

　
年　
月　
日
に
市
長
は
、「
ポ 

ス
ト
・
チ
ボ
リ
に
関
す
る
市
の 

考
え
方
に
つ
い
て
」
を
公
表
し
、 

閉
園
後
の
跡
地
利
用
の
計
画
案 

を
示
し
た
。
市
と
し
て
は
、
地 

主
で
あ
る
ク
ラ
ボ
ウ
と
協
議
の 

う
え
、
県
に
も
協
力
を
求
め
な 

が
ら
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な 

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
倉
敷
市 

の
顔
に
相
応
し
く
、
市
の
新
た 

な
個
性
や
魅
力
を
生
み
出
し
て 

い
け
る
よ
う
な
空
間
を
創
出
し 

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

倉敷チボリ公園の今後について 倉敷チボリ公園の今後について 倉敷チボリ公園の今後について 
　
伊
東
市
長
は
、「
花
と
緑
の
部
分
を
で
き
る
だ
け
多 

く
残
し
た
い
。」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。 

ク
ラ
ボ
ウ
は
、
倉
敷
市
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
た
上
、 

新
た
な
る
開
発
を
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
具
体
的
な 

中
身
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
す
。 

今
後
の
予
定
は…
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ポ
ス
ト
チ
ボ
リ
に
つ
い
て 

・
計
画
案
で
は
、
一
定
の
緑
の 

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、 

公
園
の
中
央
を
流
れ
る
倉
敷
用 

水
の
両
側
を
拡
幅
し
て
、
全
幅 

　
ｍ
の
緑
道
を
整
備
す
る
。 

（
拡
幅
分
の
土
地
は
、
公
園
北 

西
に
隣
接
す
る
市
有
地
と
交
換 

し
て
確
保
す
る
） 

・
加
え
て
、
市
の
条
例
に
基
づ 

く
土
地
所
有
者
や
開
発
事
業
者 

の
緑
化
義
務
と
し
て
、
中
央
の 

樹
木
が
最
も
多
く
残
っ
て
い
る 

約
０
．
４
８
㌶
部
分
を
ク
ラ
ボ 

ウ
か
ら
寄
付
か
無
償
貸
与
し
て 

も
ら
う
。 

・
さ
ら
に
、
倉
敷
駅
に
近
い
部 

分
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
購
入 

ま
た
は
借
り
受
け
し
た
い
と
し 

て
い
る
。 

市
は
、
こ
の
計
画
案
を　
月
市 

議
会
に
は
か
っ
た
後
、
ク
ラ
ボ 

ウ
と
交
渉
に
入
り
ま
す
。 

（
交
渉
協
議
に
よ
り
変
更
の
可 

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

私
と
し
て
は
、
市
民(

地
元)

の 

皆
様
方
の
建
設
的
な
ご
意
見
を 

拝
聴
し
五
十
年
、
百
年
と
続
く 

べ
き
公
園(

施
設)

等
行
政
に
た 

い
し
具
体
的
な
意
見
を
述
べ
て 

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま 

す
。 
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・
公
園
が
閉
園
に
な
っ
て
も
周 

辺
の
道
路
に
あ
る
照
明
が
消
え 

る
こ
と
な
く
、
今
ま
で
ど
お
り 

点
灯
す
る
。（
確
認
済
み
） 

３ 

平
成 　
年
１
月
以
降
、「
倉
敷 

チ
ボ
リ
公
園
」
は
ど
う
な
る
の
か 

21 

２ 
周
辺
の
道
路
管
理(

照
明
な
ど
） 

移
行
し
、
数
名
の
社
員
で
会
社
の 

清
算
事
務
・
管
理
な
ど
を
行
う
予 

定
。 

・
公
園
は
閉
鎖
さ
れ
る
が
、
通
常 

の
警
備
は
チ
ボ
リ
・
ジ
ャ
パ
ン 

社
で
行
わ
れ
る
。 

・
早
け
れ
ば
、
１
月
中
旬
か
ら
、 

売
却
が
決
ま
っ
た
遊
具
な
ど
の 

撤
去
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。 

21

　
近
年
、
私
た
ち
の
生
活
を
取
り 

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ 

て
い
ま
す
。
特
に
、
少
子
化
や
高 

齢
化
社
会
が
大
変
な
ス
ピ
ー
ド
で 

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に 

新
し
い
社
会
の
枠
組
み
づ
く
り
を 

作
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ 

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
中
心
を
担
う
の
は
、
地
域 

社
会
で
暮
し
て
い
る
私
た
ち
一
人 

ひ
と
り
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
生 

活
基
盤
を
安
全
・
安
心
で
心
豊
な 

も
の
に
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ 

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

後
援
会
会
長　
秋
岡　
正
之 

平
成　
年　
月　
日 

ご
あ
い
さ
つ

竜
二
く
ん
も
粘
り
強
さ
と
誠
実
さ 

で
、
困
難
に
も
耐
え
て
前
に
突
き 

進
む
パ
ワ
ー
を
持
つ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
彼
は
、
新
し
い
時
代
に 

対
応
で
き
る
若
さ
は
も
ち
ろ
ん
、 

社
会
に
お
け
る
豊
か
な
経
験
を
も 

備
え
て
お
り
、
わ
が
町
倉
敷
が
将 

来
に
向
け
て
発
展
し
て
い
く
た
め 

に
、
全
身
全
霊
を
傾
け
て
取
り
組 

ん
で
く
れ
る
も
の
と
、
私
た
ち
は 

大
き
な
期
待
と
厚
い
信
頼
を
寄
せ 

て
い
ま
す
。 

最
後
ま
で
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支 

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

編集・発行  
あらき竜二後援会事務所 
秋岡正之 
倉敷市大内 313-4  
086-422-7511 
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「
丑
」 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
交
流
館

用水周辺緑地 
0.43㌶ 
緑地義務地 
0.48㌶ 
購入か 
賃借を検討 
1㌶ 

等
積
交
換

倉敷用水0.24㌶ 

市所有地0.43㌶

JR倉
敷駅
 

N 

倉敷市が検討するチボリ公園跡地、市民公園構想 

・
チ
ボ
リ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
、
平 

成　
年
１
月
か
ら
、
清
算
会
社
に 　

そ
し
て
今
、
こ
の
大
切
な
節
目 

の
時
期
に
、
私
た
ち
を
束
ね
て
い 

く
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、 

『
あ
ら
き
竜
二
く
ん
』
が
立
ち
上 

が
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

来
年
の
干
支
は　
　

   

で
す
が
、 



万
寿
地
域
情
報

万
寿
地
域
情
報

万
寿
学
区
の
事
故
多
発
地
点

や
危
険
な
箇
所
等
の
改
善
箇

所
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

危
険
な
ガ
タ
ガ
タ
の
側
溝

大
内
地
内
に
問
題
に
な
っ
て

い
た
ガ
タ
ガ
タ
な
側
溝
も
現

在
で
は
左
記
の
写
真
の
よ
う

に
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う

に
改
善
し
ま
し
た
。

整
備
前

整
備
後

歩
行
者
・
自
転
車
が
落
ち
る

日
ノ
出
町
１
丁
目
地
内
の
水
路
付

近
で
は
夕
方
、
塾
へ
通
う
子
供
や

帰
宅
中
の
歩
行
者
及
び
自
転
車
が

橋
げ
た
が
有
る
も
の
と
思
い
通
行

し
水
路
に
落
下
す
る
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
し
た
。
写
真
の
よ
う
に

反
射
板
を
設
置
し
夕
方
通
行
す
る

歩
行
者
・
自
転
車
へ
の
注
意
喚
起

を
し
た
と
こ
ろ
水
路
へ
の
落
下
事

故
は
激
減
し
ま
し
た
。

転落事故多発箇所

反射板設置後

こ
の
道
は
道
幅
も
狭
く
、
特
に
、

夜
間
は
写
真
の
橋
げ
た
の
間
に
、

写
真
右
側
の
道
路
か
ら
曲
が
っ
て

き
た
車
が
、
川
に
落
ち
る
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
の
よ
う
に
、
橋
げ
た
の
間
に

視
線
誘
導
標
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
、

運
転
手
へ
の
注
意
喚
起
と
な
り
、

車
が
川
に
落
ち
る
な
ど
の
事
故
が

激
減
し
ま
し
た
。

川
入
地
内
用
水
路
落
下
防
止
用
視
線
誘
導
標
の
設
置

車
が
脱
輪
す
る
水
路

事
故
多
発
地
点

視
線
誘
導
標
の
設
置

写
真
の
よ
う
に
、
大
内
保
育
園
西

側
付
近
は
橋
の
上
し
か
駐
車
で
き

ず
、
公
道
も
狭
い
た
め
、
バ
ッ
ク

す
る
時
に
走
行
車
と
の
接
触
事
故

等
が
多
発
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
が
車
の
陰
か
ら
道
路

に
飛
び
出
す
場
合
も
あ
り
、
交
通

事
故
に
な
り
兼
ね
な
い
状
況
が
以

前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
至
急

の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

駐
車
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
接
触

事
故
等
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
道
ま
で
も
距
離
が
あ
る

た
め
、
子
供
の
飛
び
出
し
事
故
の

危
険
性
も
な
く
な
り
、
保
育
園
へ

の
子
供
た
ち
の
お
迎
え
も
安
心
し

て
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
内
保
育
園
西
側
駐
車
場
整
備

狭
い
公
道
事
故
多
発
地
点

→

整
備
後
、
下
の
写
真
の
よ
う
に
駐

車
場
を
確
保
し
、
余
裕
を
も
っ
て

う
に
駐

も
っ
て

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に

働
き
ま
す

飛
び
出
し
事
故
多
発

飛
び
出
し
事
故
多
発

万寿学区に潜む危険箇所万寿学区に潜む危険箇所万寿学区に潜む危険箇所見通しの悪い危険な交差点

大
内
公
園
を
利
用
す

る
、
車
・
自
転
車
・

歩
行
者
が
優
先
道
路

を
通
行
す
る
自
動
車

と
接
触
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
で
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

平
田
公
園
を
利
用
す
る
子
供
等
が
路
地
か
ら
飛
び
出
し
車
と
接
触
事
故

の
危
険
が

あ
り
ま
し

た
の
で
、

道
路
・
電

柱
へ
の
注

意
表
示
及

び
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を

設
置
し
運

転
手
へ
の

注
意
喚
起

を
行
い
ま

し
た
。



 
11 月 26 日　水曜日 

万
寿
学
区
版 

周
辺
の
道
路
整
備
と
混
雑
の
解
消
の
取
り
組
み 

万寿学区 

◎
市
道
西
坂
平
田
線(

平
田 

地
内
）、
全
日
の
混
雑　
特 

に
朝
夕
は
激
し
く
、
山
陽
本 

線
の
踏
み
切
り
幅
の
拡
張
と 

改
修
を
目
下
要
請
し
、
検
討 

中
で
す
の
で
、
今
後
何
ら
か 

の
回
答
が
な
さ
れ
る
と
思
い 

ま
す
の
で
今
後
と
も
、
全
力 

で
頑
張
り
ま
す
。 

開
か
ず
の
踏
み
切
り
の
対
策

寿町 

◎
平
成
７
年
連
続
立
体
交
差
事
業 

補
助
調
査
が
採
択
さ
れ
、
今
日
ま 

で　
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。 

当
面
は
倉
敷
駅
周
辺
第
二
土
地
区 

画
整
理
事
業
、
倉
敷
駅
前
東
土
地 

区
画
整
理
事
業
の
二
事
業
を
目
指 

し
、
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご 

ざ
い
ま
す
。
平
成　
年
度
末
ま
で 

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

平
行
し
て
国
と
、
県
・
市
が
三
者 

一
体
で
事
業
遂
行
の
た
め
努
力
し 

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、 

財
政
面
も
含
め
て
、
大
変
厳
し
い 

状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、 

関
係
箇
所
、
地
元
の
皆
様
と
よ
く 

連
携
を
図
り
、
全
力
で
努
力
す
る 

所
存
で
あ
り
ま
す
。 

13 

22 

◎
本
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
倉

敷
駅
周
辺
地
区
は
、
鉄
道
に
よ
っ

て
南
北
の
交
通
や
土
地
利
用
が
分

断
さ
れ
て
お
り
、
一
体
的
な
発
展

を
阻
害
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

倉
敷
駅
付
近
の
鉄
道
を
高
架
化
し
、

鉄
道
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る

市
街
地
の
一
体
的
な
整
備
を
行
う

幼
稚
園
・
保
育
園
の
駐
車
場
の
確
保 

◎
万
寿
幼
稚
園
、
大
内
保
育
園
は 

共
に
駐
車
場
用
地
確
保
を
現
在
要 

請
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、
大 

内
保
育
園
に
つ
い
て
は
農
林
水
産 

部
、
土
木
部
の
協
力
を
得
て
、
河 

川
の
車
避
け
な
ど
の
対
策
を
協
議 

い
た
し
ま
し
た
。
結
論
と
し
て
、 

来
年
度
予
算
で
計
上
し
、
で
き
る 

だ
け
早
い
時
期
に
完
成
に
な
る
予 

定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
園
舎
の 

拡
張
、
改
修
な
ど
を
合
わ
せ
て
要 

請
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実 

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ(

万
寿
学 

区
亀
の
子)

来
年
予
定
者
数
が
約 

　
名
ぐ
ら
い
で
、
２
ク
ラ
ブ
に
分 

割
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
学
校 

側
と
場
所
・
位
置
な
ど
を
鋭
意
検 

討
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す 

尚
、
今
後
は
小
学
校
高
学
年
ま
で 

随
時
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
の 

で
、
今
後
と
も
推
移
を
見
守
り
な 

が
ら
ク
ラ
ブ
の
充
実
に
努
力
を
し 

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

100

万寿コミュニティ協議会の充実 
◎
万
寿
学
区
の
皆
さ
ん
が
一

同
に
集
え
る
盆
踊
り
大
会
、

大
運
動
会
、
三
世
代
餅
つ
き

大
会
な
ど
の
充
実
に
努
力
す

る
と
共
に
、
万
寿
小
学
校
を

中
心
に
児
童
の
登
下
校
の
安

全
確
保
、
あ
い
さ
つ
運
動
、

地
域
の
皆
様
方
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
と
の
意
思
疎
通
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
い

い
の
か
、
地
域
の
皆
様
方
と

今
後
模
索
を
し
な
が
ら
、
明

る
く
住
み
よ
い
学
区
に
し
て

い
く
た
め
全
力
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

浜ノ茶屋 1丁目交差点の渋滞 ◎
朝
夕
の
混
雑
は
（
三
田
五
軒
家
海
岸
通
二
号
）、（
平
田
＝
八
王
子
） 

目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、
浜
の
茶
屋
１
丁
目 

交
差
点
（
六
道
路
が
交
差
）
の
、
早
期
改
良
工
事
が
必
要
と
考
え
、 

現
在
、
岡
山
県
と
共
に
共
同
で
早
期
着
工
に
向
け
検
討
い
た
し
て
い 

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
解
消
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
み 

ま
す
。 

◎
金
光
船
穂
線
、（
水
江
西
阿
知
町
地
内
よ
り
船
穂
橋
ま
で
の
１
・
８ 

㎞
）
早
期
開
通
が
混
雑
の
緩
和
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早
期 

完
成
に
向
け
、
努
力
し
ま
す
。（
平
成　
年
度
完
成
予
定
） 

◎
市
道
の
酒
津
浜
町
線
通
称　
『
人
絹
線
』(

川
入
大
内
地
内
）、
朝
夕 

の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
と
土
、
日
の
夕
方
は
㈱
イ
オ
ン
等
の
買
い
物
客
に 

よ
る
混
雑
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

対
策
と
し
て
、
㈱
イ
オ
ン
ま
た
市
交
通
安
全
課
に
対
し
、
混
雑
の
解 

消
を
要
請
し
、
検
討
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 
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三田五軒屋海岸通線 
国道４２９号線 

西坂平田線

（都）大内老松線

（
都
）昭
和
宮
前
線

（都）川入日吉線

(都)北浜日吉線

(都)寿町八王寺線

(

都)

寿町石見線 酒津浜町線 

三田五軒屋 海岸通線 

JR倉敷駅 

(都)金光船穂倉敷線 

浜の茶屋1丁目交差点

神木三踏切道
八田井踏切道

村東二踏切道 清音街道踏切道 幸町踏切道

富久踏切道

東郷の浦踏切道

柳内踏切道 

八王寺踏切道

N 

S=1/10,000 

こ
と
に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
の
促 

進
と
都
市
機
能
の
集
積
を
図
り
、 

４
８
万
都
市
の
「
顔
」
づ
く
り
を 

行
う
も
の
で
あ
る
。 

■
事
業
主
体…

岡
山
県 

■
事
業
計
画
区
間 

　
・　
山
陽
本
線
約　
㎞(

大
島
〜 

　
四
十
瀬
）
高
架
橋
区
間
約　
㎞ 

JR 

3.2 

1.6 

2.2 
1.1 

0.9 

・　
伯
備
線
約 

　
㎞(

阿
知
１ 

丁
目
〜
酒
津) 

高
架
橋
区
間 

約　
㎞ 

・
水
島
臨
海
鉄 

道
約　
㎞(

阿 

知
１
丁
目
〜 

安
江)

高
架
端 

区
間
約　
㎞ 

■
概
算
事
業
費 

…

約　
億
円 

■
主
な
交
通
道 

路…

都
市
計 

画
道
路
６
路 

線(

既
決
定
道 

路
４
路
線 

・
新
規
計
画
道 

路
２
路
線
） 

600
JR 

1.7 

。 

仮駐車場

(都)三田五軒屋海岸通線


